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今年度も「時を守り、場を清め、礼を正す」を三中校区の目標にしています。２週間が経ちましたが、頑張

れていますか？全体を見るとおおむねよく頑張れているように感じています。これが定着、さらによくなるこ

とを期待しています。今日はこの３点に関する話を少し・・・。 

 

 

 古池や 蛙飛び込む 水の音 

 あらゆる俳句の中で、最も日本人に知れ渡っているものでしょう。これほどまでに有名になった要素につい

て、多くの学者がさまざまな説を唱えています。最も共感できるのは、この句が表現するものが「静寂」であ

る、というものです。芭蕉がこれを詠むまでの日本の和歌や連歌の歴史において、蛙といえばもっぱら鳴き声

が取り上げられていました。そこから脱却して「飛び込む音」を指摘した発想がまず凄まじいものでした。そ

して、飛び込む前と飛び込んだ後の「音」を同時に想像させることで、時間と空間を含めた静寂が無限に際立

ったのです。あたかも日本庭園の 鹿威
し し お ど

しによって、静寂そのものを楽しみに変換してしまうように。ここに

静寂を貴ぶという日本文化に共通の価値観が確認できます。閉鎖空間における音の慎みは、日本の文化を貴ぶ

態度そのものでもあるのです。 

 「時・場所・場合」が組み合わさった公共の「場」においては、他者の時間を奪わない慎み、空間を占有し

ない慎み、場にあった音の慎みが求められます。３年生は修学旅行、２年生は職業体験があり、「公の場」に

出ていくことになりますが、他人に迷惑をかけない「慎み」を持って行動するよう心掛けてほしいものです。 

 

 

 

・授業開始前、机の周りのゴミを拾う（特に、昼休み後）。 

・授業前後のあいさつの時は、いすを入れ、机をまっすぐに

する。 

・教室、廊下の掲示物が取れかかっている等の異変があれば、

すぐ先生に連絡する。 

・壊れている箇所を見つけたら（蛍光灯切れ等）、すぐ先生

に連絡する。 

 落ち着いた環境で授業を受けることができるようにしてください。各自のほんの少しの心がけが大切です！！気

持ちの良い環境で気持ちの良い学校生活を送ってください。 

 

 

 皆さんは「挨拶」の語源を知っていますか？「挨」には心を開くという意味、「拶」には相手に迫る・近づ

くという意味があります。つまりあいさつには「心開いて相手に近づいていく」という意味があるのです。最

近では会社のみならず、学校や家庭でもこのあいさつが軽視され、励行されていないようです。あいさつのポ

イントは自分からすること。「されないからしない」、「あいさつしても無視されるからしない」という理由

であいさつをしない人もいるようですが、あいさつは一方的なものと考えてしまっても良いのではないでしょ

うか？自分から相手に心を開き近づいていけば、後に続く会話もきっとスムーズに続くはずです。挨拶から始

まるコミュニケーションができる三中生であってほしいと願っています。 


